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はしがき

生物多様性のもつ意義と重要性は､1992年の地球サミットで ｢生物多様性条約｣が採択さ

れたのを契機に､世界の共通認識になってきている｡環境容量を越えない持続可能な方策や生

活様式などが世界中で模索されている｡生物多様性の維持機構や機能に関する基礎的あるいは

応用的研究が展開されているが､生物多様性の直接的､間接的経済価値を評価する試みは少な

い｡本研究は､草地生態系における生物多様性が家畜糞尿中窒素の再吸収 ･利用に及ぼす影響

を､様々な野外調査 ･実験で解明することで､生物多様性の持つ重要性を評価する試みである｡

化学肥料や家畜糞尿の多投による窒素の土地への過剰負価は地下水や河川などを汚染し深刻

な環境問題となっている｡この間題に関する一つの解決策として放牧などの土地利用型畜産方

式の確立が重要である｡放牧においては､土から植物が吸収した窒素を家畜が採食利用し､こ

れを再び糞尿として土地に還元されたものを植物が再利用するといったリサイクルが成立して

いる｡しかしながら､この循環系における窒素の再循環効率については研究例が少なく､この

面での草地の評価は十分ではない｡従来､糞尿還元の研究では､牧草や飼料作物の生産力を重

視した試験が行われてきたが､今後は糞尿中の窒素の植物による再吸収 ･利用の効率を高める

方式を考慮する必要がある｡

種の多様性は草地生態系の生産性と持続性と安定性に影響を及ぼす (Tilmanet.a1.,1996)

と言われている｡単一種からなる純群落に比べて複雑な種からなる種多様性の高い群落では光

や栄養塩類の利用効率が高いと考えられている｡

これには､｢季節的すみわけ｣､すなわち､ある種が生育できない季節 (例えば春)に本来な

ら流亡する栄養塩類を別な種が生育することで､効率的に利用することや ｢空間的すみわけ｣､

すなわち様々な植物種が異なる深さに根を張ることや､根の太さによって異なる大きさの土壌

間隙を利用することで栄養塩類の利用効率が高くなる(Newman,1973)ことなどが理由と考

えられている｡もしそうならば､種多様性の高い草地植生では家畜糞尿中の窒素の再吸収 ･利

用の効率が高いと予想される｡｢空間的すみわけ｣により､浅い根を持つ草種で吸収しきれな

かった窒素を深い根を持つ草種が吸収することで群落全体の窒素の再吸収 ･利用の効率が高く

なると期待される｡また､暑い季節に旺盛な生育をする植物と比較的冷涼な季節に生育する植

物が混在する場合には､｢季節的すみわけ｣の効果が期待できる｡

種多様性の問題は群集生態学上の重要なテーマの一つであると同時に応用生態学的にも重要

なテーマである.本研究では以下の2点を扱った｡ 1､種多様性の高い放牧草地ほど､家畜尿

中の窒素の回収率が高いか否か? 2､種多様性の高い放牧草地ほど､持続性が高いか否か?

採食圧の違いが被食植物の種類組成に及ぼす影響の解明を目的として､放牧地の植生調査を
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行い､草種構成の変化や種多様性の高さに放牧圧が大きく関係していることを兄いだした｡放

牧圧の異なる管理が行われてきた酪農家の放牧草地の植生を調査した結果､放牧圧が高い管理

がなされてきた草地では短草型草種の放牧圧が比較的低い管理の草地では長草型草種の優占が

認められた｡また適正な放牧管理を行っている草地では､長草型草種と短草型草種が安定的に

共存し､高い種多様性を示すことを明らかにした｡

さらに､低投入酪農方式を採用する酪農家が存在することが確認され､その方式の是非を検

討した結果､それらの放牧草地は､生物多様性を高く保ちながら牛乳生産効率が高いことが明

らかとなった｡さらに､酪農家レベルでの窒素収支を算出し､放牧利用への依存度が高い酪農

家では､窒素の循環利用の効率が高いことを兄いだした｡さらに､低投入酪農家の放牧草地で

観察された高い種多様性と環境保全性の理由を知るために検証実験を試みた｡人工草地の安定

性 ･持続性と種多様性および施肥管理との関係について野外実験を行った結果､放牧草地への

長年の施肥によって草地の持続性が低下し種多様性が低下する場合があることを明らかにした｡

さらに､長草型の半自然草地において,種多様性の違いが､家畜糞尿中の安定同位体窒素で

標識した尿素態窒素の回収率に与える影響を検討しており､種多様性の高い草地はど窒素の回

収率が高いことが示されつつある｡
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